
キャンピングカーをレンタル
　塚本　御社の歴史についてお聞きします。
　渡邉　グループ会社の一つに損害保険代理業
を営むセントラルインシュランスがあります。
自動車保険も多く扱っており、自動車の事故対
応時など保険会社とお客様の間に立ち、レンタ
カー会社に代車の手配もしていました。自分た
ちで代車を用意できればよりスピーディに対応
でき、お客様にとっても利便性の高いものにな
るのでは、と考え２００６年にリース・レンタ
カー事業の IS レンタリースを立ち上げました。
レクサスブランド展開が始まったのが２００５
年で、他社との差別化を図るため当時はほとん
ど取り扱いのなかったレクサスなどの車両に特
化してスタートしました。
　――電気自動車テスラも？
　渡邉　自動車メーカーでもない新興企業のテ
スラの電気自動車に試乗したところ、デザイン
も含めた内装や自動運転技術など、従来車との
違いに衝撃を受けました。まだまだ利用者も少
なく、興味はあるが購入までは…、というお客
様に向けて導入を決めました。実際に、購入を
考えている人の問い合わせが多いように思えま
す。
　――サービスにキャンピングカーも加わりま

した。
　渡邉　気軽に本格的なアウトドア体験がで
き る サ ー ビ ス を 提 供 す る「Vanlife Journey 
GLAMP」（以下：グランプ）を昨年１０月から
スタートしました。システマチックな従来の
キャンピングカーとは一線を画し、欧米のよう
なお洒落なキャンピングカーでワイルドなキャ
ンプを楽しめる車を用意しました。「手ぶらで
本格キャンプ」をモットーにキャンピングカー
に加えてキャンプ用品のレンタルも行っていま
す。

「我々にしかできないこと」を
　――キャンプに特化しようと考えたきっかけ
は？
　渡邉　以前から徐々にキャンプブームの兆候
がありましたが、コロナ禍を経て趣味などの楽
しみ方が変わりブームが一気に広がった感じで
す。しかし、普通のキャンピングカーをお客様
に貸し出すだけではどこの企業でもできてしま
う。「我々にしかできないこと」と考えて、国
内でもあまり保有されていない車種を購入し、
内装なども一番快適に過ごすために、と社員と
ともに作り上げたのがグランプのバンライフと
オーバーランダーです。
　バンライフは、バン（van ＝車）とライフ（life

レンタリースの未来
「趣味性の高いサービスが重要」
　レクサスや電気自動車テスラなど個性に富んだ車のレン
タルサービスをする株式会社 IS レンタリース（名古屋市
中区）は、２０２２年１０月から新しくキャンピングカー
に特化したサービスを始めた。キャンピングカーとキャン
プ用品を合わせたプランを用意するなど、「手ぶらで本格
的なキャンプ」を提供したいと語る渡邉貴之代表取締役に
新事業の狙いなどレンタリースの未来展望も聞いた。
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IS レンタリース
渡邉 貴之代表取締役が語る


